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３月１６日、第２１回小竹町健康ウォーキング大
会を開催。歩くという日常的な運動の大切さを
普及するため、町健康づくり推進会と町が主催し
ました。中央公民館を出発し、絹干神社・稲荷神社
（アーチ電工）を参拝しながら、春の訪れを感じる
５．５㎞コース２時間のウォーキングをしました。

施
政
所
信
表
明

特 集
平成３１年度
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平成３１年度

３期目を迎える松尾勝徳町長施
政の新たな挑戦が始まります。
いよいよ始まる平成３１年度。
さらなる小竹町の発展に向けた
主な町政施策をご紹介します。

　
「
第
６
次
行
政
改
革
大
綱
は
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
基
本
と
し
て
、平
成

27
年
度
に
策
定
し
、平
成
31
年
度

で
５
年
目
の
目
標
最
終
年
度
を

迎
え
ま
す
。常
在
行
革
を
旗
印
と

し
、自
ら
厳
し
く
身
を
切
る
覚
悟

で
財
政
健
全
化
を
行
い
、『
暮
ら

し
を
支
え
る
絆
社
会
』を
目
指

し
、本
町
の
山
積
す
る
諸
課
題
に

全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で
す
。一

つ
ひ
と
つ
の
課
題
に
立
ち
向
か

い
、『
共
生
・
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
』を
始
め
と
す
る
重
要
施
策
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。」

　

３
月
定
例
会
で
平
成
31
年
度

の
町
政
施
策
を
語
る
松
尾
勝
徳

町
長
は
力
強
く
訴
え
ま
す
。

施
政
所
信
表
明

小
竹
駅
西
口
周
辺

の
利
便
性
を
活

か
し
た
、
民
間
宅
地
開

発
を
促
進
し
、
定
住
人

口
の
増
加
と
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
新
た
な
移
住
定
住

者
の
獲
得
に
つ
な
が
る

よ
う
、
誘
致
企
業
と
の

連
携
や
商
業
等
の
生
活

サ
ー
ビ
ス
機
能
の
立
地

な
ど
、
新
た
な
開
発
の

誘
導
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、「
こ
た
け
創

造
舎
」を
利
用
し
た
移

住
促
進
、
情
報
発
信
や

ブ
ラ
ン
ド
創
出
の
支
援

な
ど
に
取
り
組
む
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
と
も

に
、
地
域
お
こ
し
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

町
民
ま
つ
り
は
、町

民
の
皆
様
か
ら

な
る
実
行
委
員
会
と
と

も
に
、
町
民
の
皆
様
が

共
に
ふ
れ
あ
い
、
活
気

に
満
ち
た
ま
つ
り
と
な

る
よ
う
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

『住み続けたい』
まちづくりを
推進します総合計画将来像「住みたい！育てた

い！訪ねたい！あなたが主役 幸せ実感 
小
こ た け

竹町」の実現に向けて、主要施策の各
実施計画を着実に推進します。

特 集
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健康でいきいきと
安心して暮らせる
まちづくりを実現！
地域支援事業を
拡充します

自
治
会
の
活
発
で
自
主
的
な
活

動
や
取
り
組
み
は
地
域
の
絆

を
生
む
た
め
、
自
治
会
に
対
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
補
助
制
度
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、地
域
課
題
に
対
し
て
、地
域
担

当
職
員
と
住
民
の
皆
様
と
と
も
に
、

安
全
、
安
心
に
暮
ら
す
た
め
の
情
報

発
信
を
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

安
全
な
地
域
社
会
の
維
持
、
生
活

環
境
の
保
全
の
た
め
、
空
家
台

帳
や
地
図
の
整
備
、
空
家
バ
ン
ク
等

の
開
設
を
進
め
ま
す
。空
家
・
空
地
の

有
効
活
用
を
図
る
た
め
の
手
法
お
よ

び
空
家
に
し
な
い
た
め
の
対
策
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。 国

道
２
０
０
号
線

の
堤
体
強
化
や

蛇
牟
田
川
排
水
機
場

の
効
果
に
よ
り
水
害

の
恐
れ
は
緩
和
し
ま

し
た
が
、
地
震
や
台
風

な
ど
の
自
然
災
害
に

対
す
る
備
え
は
行
政

の
責
務
で
あ
る
と
捉

え
、
防
災
計
画
の
見
直
し
を
は
じ
め
、

自
主
防
災
組
織
の
強
化
や
防
災
訓
練

な
ど
を
積
極
的
に
進
め
、防
災
・
減
災

対
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

『分かち合い・支え合い・助け合う』
地域づくりを進めます

防災・減災対策の充実を図ります

　１月現在、高齢化率は４０．０３％であり、昨年と比較
して１．１９％上昇しています。また、介護保険における
要支援・要介護の認定者数は６７４人です。高齢者の生
活状況として、独居高齢者世帯および高齢者夫婦のみ
の世帯数は、全世帯数の３９．４１％を占めています。

実
態
に
即
し
た
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
向
け
、社
会
資
源
の
把
握
や

地
域
と
の
連
携
を
図
り
、多
様

な
日
常
生
活
上
の
支
援
体
制

の
充
実
・
強
化
お
よ
び
高
齢
者

の
社
会
参
加
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で

安
全
に
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、認
知
症

総
合
支
援
事
業
や
救
急
カ
ー

ド
配
布
事
業
を
引
き
続
き
実

施
し
、見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
も
進
め
ま
す
。

精
神
障
が
い
に
も
対
応
し

た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
、障
が
い
児
支
援

の
提
供
体
制
の
計
画
的
な
整

備
、地
域
生
活
支
援
拠
点
の
整

備
、福
祉
施
設
へ
の
入
所
者
の

地
域
生
活
へ
の
移
行
等
の
推

進
を
図
り
ま
す
。障
が
い
者
が

親
亡
き
後
も
安
心
し
て
地
域

で
生
活
で
き
る
よ
う
、緊
急
時

の
対
応
や
専
門
性
の
あ
る
相

談
支
援
、
移
動
支
援
な
ど
、
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
届

け
ら
れ
る
体
制
を
構
築
し
て

い
き
ま
す
。

安心して子育てができる
教育・保育・子育て支援の充実を図ります

子
ど
も
と
そ
の
家
庭
お
よ
び

妊
産
婦
等
を
対
象
に
、
実
情

の
把
握
と
子
ど
も
等
に
関
す
る
相

談
全
般
か
ら
通
所
・
在
宅
支
援
を

中
心
と
し
た
、
よ
り
専
門
的
な
相

談
対
応
や
調
査
、
訪
問
等
に
よ
る

継
続
的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
業
務
ま
で

を
行
う「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
」を
立
ち
上
げ
る
た
め
に
準

備
し
て
い
き
ま
す
。
小
竹
町
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
と
連
携

し
、児
童
虐
待
の
発
生
予
防
・
早
期

発
見
と
、
本
町
す
べ
て
の
子
育
て

世
帯
の
実
態
把
握
に
努
め
ま
す
。

こ
ど
も
園
は
、
引
き
続
き
園
児

の
心
身
の
発
達
と
家
庭
・
地

域
の
実
態
を
把
握
し
、
子
ど
も
一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
教
育
、

保
育
お
よ
び
子
育
て
支
援
を
行
い

ま
す
。待
機
児
童
対
策
・
園
児
の
安

全
な
生
活
保
障
の
た
め
、
保
育
環

境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
10
月

か
ら
の
幼
児

教
育
無
償
化

に
向
け
て
、

保
護
者
へ
の

周
知
を
行
い

ま
す
。

医療機関等と連携し
医療的ケア児の保育支援を行います
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年齢に応じた
健康づくりの
支援と普及啓発
に努めます

誰もがいつまでも健康で生きがいのある生
活を送るため、「自らの健康は自ら守る」を
基本に、各関係機関と連携し、年齢に応じた
健康づくりの支援と普及啓発に努めます。

●
国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険
制
度
の
定
着
を

図
る
こ
と
と
併
せ
て
、国
民
健
康

保
険
税
を
賦
課
・
徴
収
し
、
保
険

給
付
を
行
う
と
い
っ
た
保
険
者

と
し
て
の
基
本
的
な
役
割
に
加

え
、特
定
健
診
を
は
じ
め
と
す
る

保
健
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
本
町
の
医
療
費
水
準
は
、
依

然
と
し
て
高
い
状
況
で
す
。県
内

各
市
町
村
間
で
の
差
異
は
給
付

金
の
算
定
に
反
映
さ
れ
る
た
め
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
療
品
の
利
用

促
進
、
生
活
習
慣
病
予
防
、
重
症

化
を
防
止
す
る
た
め
の
特
定
健

康
診
査
の
受
診
率
向
上
や
健
康

教
育
の
実
施
な
ど
、医
療
費
適
正

化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
努
め

ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、高
齢

化
、
長
寿
命
化
の
進
行
に
伴
い
、

今
後
も
被
保
険
者
数
お
よ
び
医

療
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、制
度

の
安
定
運
営
に
努
め
、安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
き
め

細
や
か
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
と

し
て
、妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
ま
で
の
切

れ
目
な
い
支
援
を
提
供

す
る
た
め
、
助
産
師
に

よ
る
産
後
ケ
ア
を
中
心

と
し
た
子
育
て
支
援
の

取
り
組
み
を
強
化
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
応

じ
た
不
安
な
ど
を
で
き

る
限
り
解
消
す
べ
く
、

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え

て
実
施
し
ま
す
。

感
染
症
予
防
対
策

は
、県
と
連
携
し

た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
情
報
伝
達
訓

練
の
実
施
や
引
き
続
き

円
滑
な
定
期
予
防
接
種

に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

健
康
増
進
事
業
と

し
て
、疾
病
の
早

期
発
見
、
早
期
治
療
を

図
る
た
め
、
関
係
団
体

と
連
携
し
、
各
種
が
ん

検
診
お
よ
び
健
康
診
査

の
受
診
率
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。

就
業
人
口
減
少
や
地
域
経

済
縮
小
が
予
測
さ
れ
る

中
、
町
内
の
中
小
企
業
者
に
も

人
手
不
足
が
課
題
と
な
り
ま

す
。現
在
の
生
産
力
を
維
持
・
向

上
さ
せ
る
た
め
中
小
企
業
者

へ
先
端
設
備
等
の
導
入
を
促

進
し
、
労
働
生
産
性
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

観
光
の
振
興
と
し
て
、
町

の
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域

資
源
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
、
小
竹
町
観
光
ま
ち
づ
く
り

協
会
と
協
働
で
行
い
ま
す
。

環
境
美
化
運
動
は
、

関
係
各
位
と
協

議
を
行
い
、
町
民
の
皆

様
と
協
働
で
環
境
行
政

を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、

家
庭
ご
み
の
処
理
費
用

の
削
減
や
適
切
な
処
理

体
制
の
確
保
も
引
き
続
き
努

め
、ご
み
の
不
法
投
棄
防
止
や

公
害
防
止
と
し
て
関
係
機
関

と
の
連
携
協
力
体
制
を
強
化

し
、生
活
環
境
の
保
全
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

生産力の維持・向上に向けた商工業の振興
観光まちづくりに努めます

『自ら住む町の環境は自ら守る』
環境意識の向上
に努めます

小
竹
町
立
病
院

経
営
健
全
化

計
画
の
最
終
年
度

で
す
。経
営
の
健
全

化
に
向
け
、収
入
の

増
加
策
と
し
て
救

急
輪
番
に
お
け
る

患
者
数
の
確
保
や

入
院
料
単
価
の
変

更
、経
費
の
抑
制
を

図
り
、地
域
に
必
要

な
病
院
と
し
て
存

続
さ
せ
る
た
め
、経

営
面
・
医
療
面
の
再

編
に
向
け
た
改
善

を
行
い
ま
す
。

地域医療の確保
健康維持のための
公衆衛生活動等に
取り組みます
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●
上
水
道
事
業

安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
、事
業
の
広
域
化
も
視
野
に
、

近
隣
自
治
体
と
の
検
討
会
を
開
始

し
ま
す
。
企
業
の
経
済
性
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、安
全・安
心
で
お

い
し
い
水
の
供
給
に
努
め
ま
す
。

●
下
水
道
事
業

住
宅
密
集
地
を
優
先
的
に
整
備
す

る
と
と
も
に
七
福
町
営
住
宅
の
建

て
替
え
や
、
小
竹
駅
西
口
の
住
宅

等
の
開
発
に
併
せ
た
整
備
を
計
画

的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
河
川・道
路
整
備
事
業

道
路
浸
水
被
害
の
軽
減
の
た
め
菅

牟
田
幹
線
道
路
改
良
工
事
を
実
施

す
る
ほ
か
、
橋
梁
の
安
全
性
確
保

の
定
期
点
検
を
行
い
、
小
竹
工
業

団
地
内
の
町
道
南
良
津
・
勝
野
幹

線
の
道
路
舗
装
補
修
工
事
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。
権
現
堂
2
号

線
法
面
改
修
工
事
や
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
６
号
線
法
面
対
策
事
業
の
実

施
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を

策
定
す
る
ほ
か
、
24
路
線
を
対
象

に
路
面
性
状
調
査
を
行
い
、
施
設

の
計
画
的
な
維
持
管
理
を
進
め
ま

す
。
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
の
浸

水
を
受
け
、南
良
津・鶴
田
地
区
の

水
理
解
析
を
行
い
ま
す
。

農
地
利
用
の
最
適

化
は
農
業
委
員

会
と
連
携
し
て
、
担
い

手
へ
の
集
積
・
集
約
化
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
・
解
消
、新
規
参
入
の

促
進
等
に
努
め
ま
す
。

主
食
用
米
の
転
作
作

物
と
し
て
、
新
規
需
要
米
の
生
産
に

加
え
、
環
境
に
や
さ
し
い
有
機
農
業

や
九
州
産
の
黒
大
豆「
ク
ロ
ダ
マ
ル
」

の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
農
産
物
の
６
次
産
業
化
を
見

据
え
た
う
え
で
、
さ
ら
な
る
収
益
向

上
を
図
り
ま
す
。ま
た
、有
害
鳥
獣
対

策
は
引
き
続
き
、
捕
獲
率
向
上
の
た

め
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

福
岡
県
農
村
整
備
総
合
事
業
を
活
用

し
、
山
崎
谷
た
め
池
護
岸
改
修
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

町
営
住
宅
は
、
公
営
住
宅
等
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
、
建
て
替

え
お
よ
び
改
善
・
改
修
を
行
い
、長
期

的
か
つ
良
好
な
維
持
管
理
に
努
め
ま

す
。ま
た
、七
福
町
営
住
宅
に
つ
い
て

は
、
入
居
者
の
安
全
で
快
適
な
居
住

環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
災
害
に
強

い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
へ
の
建
て

替
え
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

主食用米の転作作物の６次産業化を見据えた
さらなる収益向上を図ります

入居者の安全で快適な
居住環境を確保します

給食費に対する
就学援助費

全額支給に拡充します

町
独
自
の
教
育
活
動『
こ

た
け「
つ
な
が
る
」学
び

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』と
し
て
、各

学
校・地
域・家
庭
お
よ
び
専
門

機
関
が
つ
な
が
り
な
が
ら
、
活

力
と
総
合
力
あ
る
教
育
を
一
層

推
し
進
め
、
確
か
な
学
力
の
定

着
に
向
け
た
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
経
済
的
理
由
で
就
学
が

困
難
な
家
庭
へ
就
学
援
助
費

の
支
給
に
長
年
努
め
て
き
ま
し

た
。
本
年
度
か
ら
給
食
費
に
対

す
る
援
助
を
全
額
支
給
に
拡
充

し
ま
す
。

学
校
給
食
は
、
安
全
で
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
あ
る
給

食
を
提
供
し
、
子
ど
も
た
ち
が

望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け

食
材
を
通
じ
て
地
域
の
自
然
や

文
化
等
の
理
解
を
深
め
、
食
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
育
む
よ
う

食
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

高齢者・障がい者の
町内体育館等使用料

を免除します

青
少
年
の
健
全
育
成
、
生

涯
学
習
・
社
会
教
育
の

推
進
は
、学
び
を
通
じ
た
人・地

域
づ
く
り
を
進
め
、
社
会
教
育

関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
へ

の
研
修
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
し
て
、
世

代
を
問
わ
ず
誰
も
が
楽
し
め

る
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

し
、
町
民
の
皆
様
の
健
康
増
進

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
本
年

度
か
ら
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

た
め
、
町
内
の
高
齢
者
や
障
が

い
者（
団
体
を
含
む
。）の
町
内

体
育
施
設
、
学
校
体
育
施
設
の

使
用
料
を
免
除
し
ま
す
。

貴
重
な
文
化
財
を
保
護
・

整
備
し
、
郷
土
の
資
源
、

歴
史
を
活
用
し
た
地
域
教
育
活

動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■平成３１年度施政所信表明「暮らしを支える絆社会」を目指して
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Town's topics

み ん な の ひ ろ ば

◉「第九回白鵬杯ＨａｋｕｈｏＣｕｐ２０１９」世界少年相撲大会に出場しました

あなたの住む地域のイベントや
身近な話題などの情報を
広報で発信しませんか？

連絡先▶総務課情報人権係☎２・１２１２

◉県から感謝状！町教育委員会、町内小・中学校が拝受しました
　２月１３日、平成２８・２９・３０年度福岡県重点課
題研究指定・委嘱事業に係る感謝状贈呈式が県吉塚
合同庁舎で行われ、小竹町教育委員会および各小中
学校に感謝状が贈呈されました。
　小竹町は、３年間にわたり、県から本事業の指定
を受けて、小・中学校が連携して不登校対策に取り

組んできました。
この取り組みが福
岡県の教育発展と
振興に貢献したと
して、功績をたた
えられました。

　２月１１日、武内偉
い さ む

夢さん（南小新 2 年生・田川相
撲クラブ所属）は、両国国技館で開催された「第九回
白鵬杯 HakuhoCup２０１９（世界少年相撲大会）」に、
福岡県代表として出場しました。武内さんは、第３６
回福岡県少年相撲選手権大会優勝、全九州クラブ対
抗相撲大会優勝、第２４回全九州わんぱく相撲大会
準優勝の好成績と、第６回嘉風相撲大会でも優勝し
たことから、２年連続の白鵬杯出場を決めました。
　「僕は横綱になるんだ！」と強い意思で、幼稚園年
長児から小学生とともに稽古に励み、大会に出場し

ている武内さん。赤ちゃんの頃から、祖父の関係で
相撲部屋との関わりがある環境で育ち、約２年前か
ら自分の意思で相撲を習い始めました。学業両立を
重視する田川相撲クラブに所属し、学校から帰って
すぐに宿題を終わらせて、２時間の稽古を週３日
間、休まず通っています。父の武内誠至さんは、「相
撲は体格ではなく、心が一番大事です。本人が相撲
をやりたいと決めたのであれば、どんなにきつくて
も自分が納得するまでやり遂げて、頑張ってほしい
です。」と話してくれました。

▲世界少年相撲大会の第九回白鵬杯では、小学１年から中学
　３年までの約１，２００人が熱戦を繰り広げました。そして、
　武内偉夢さんは、２年連続出場を果たしました。

▲６月に県久山相撲場で開催された「第１３回全九州クラブ
　対抗少年相撲大会」。本大会はレベルの高い九州大会で、武
　内偉夢さんは見事な優勝を遂げました。
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◉温かい言葉で伝えよう！心のキズになる言葉と心の支えになる言葉。
　２月１６日、講師の言

こ と

葉
ば

人
び と

 詩
う ー

太
た

さんによる、親育
ち子育て講演会『「ヒト×モノ×コト」で生まれた詩
と物語』を中央公民館で開催しました。「傷つける言
葉、救う言葉がある。子どもと接する時は、言葉がも
つ力と伝える責任を自覚してほしい。」など、子ど
も・命・言葉の大切さを保育士・作家時代に出会った

人の教えや思いを込め
た詩とともに伝えてい
ただきました。最後には
ペイントパフォーマン
スも行われ、温かいメッ
セージが贈られました。

◉かけがえのない仲間との別れの日。４０人が小竹中を卒業しました！

　２月１８日、直方市、宮若市、鞍手町、小竹町が加盟
する筑豊ブロック直鞍エリア社会福祉協議会連絡
協議会が鞍手町総合福祉センターで行われました。
その中で協議を行い、筑豊ブロック直鞍エリア内
で、災害時相互支援協定を結びました。災害時の主
な支援内容は次のとおりです。
①支援員を派遣すること。
②災害救援活動に必要な備品、資材および機材を提
　供すること。
③その他支援のために必要な事項

◉筑豊ブロック直鞍エリアで、「災害時相互支援協定」を締結しました

　３月８日、家族や地域の人たちが見守る中、小竹
中学校の第７２回卒業証書授与式が行われました。

「在校生の皆さん、中学校生活は思っていたよりも
短いです。やりたいことや没頭していることを存分
に楽しみ、悔いの残らない学校生活を過ごしてくだ
さい。」と卒業生代表の清田知希さん。かけがえのな
い仲間と過ごした３年間の思い出と先生たちへの
感謝の気持ちを込めて答辞を述べました。
　最後に、４０人の卒業生たちが作詞した「宝物～こ
の町で～」を合唱し、思い出をかみしめながら涙と
笑顔で学び舎に別れを告げました。
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町長の動き

町 長 コ ラ ム

点

描
—２月２１日から３月２０日まで —

２月２２日
特別職報酬等審議会 庁内会議室

第３高射特科群４８周年記念行事
前夜祭

のがみプレジデン
トホテル

２月２６日 宮若市外二町じん芥処理施設組合
正副組合長会

くらじクリーンセ
ンター

２月２８日 県町村会定期総会 県自治会館

３月１日 庁議 庁内会議室

３月６日 議会運営委員会 庁内会議室

３月７日 ３月定例会（～２５日） 議場

３月８日 第７２回小竹中学校卒業証書授与式 小竹中学校

３月１１日 特別職報酬等審議会 庁内会議室

３月１５日 小竹高等技術専門校修了式 小竹高等技術専門校

３月１６日 健康ウォーキング大会 中央公民館

３月１８日
予算審査特別委員会 議場

直方警察署長あいさつ 町長室

３月１９日 議会運営委員会 庁内会議室

３月２０日
予算審査特別委員会 議場

第３高射特科群長あいさつ 町長室

鶯う
ぐ
ひ
す

の
よ
く
鳴な

く
日ひ

な
り
爪つ

め

を
切き

る 

安
藤
つ
き
子

冴さ

え
返か

え

る
畳た

た
み

の
上う

え

の
こ
ぼ
れ
菓か

子し   

原
賀
　
靜
子

春は
る

の
蚊か

の
耳み

み

に
と
ま
り
て
目め

覚ざ
め

け
り藤

井
セ
ツ
子

い
ち
ご
狩が

り
ス
キ
ッ
プ
を
し
て
若わ

か

夫ふ
う

婦ふ 松
尾
　
治
子

大お
お

阿あ

蘇そ

の
馬う

ま

の
糞ま

り

よ
り
下し

た

萌も

ゆ
る
　
　
　 

天
風

小
竹
同
人
句
会

阿
部
天
風
　
選

俳句

　

啓
蟄
が
過
ぎ
、草
木
が
芽
吹
き
始
め
た
３
月
８
日
、

小
竹
中
学
校
第
72
回
卒
業
証
書
授
与
式
に
出
席
し

た
。学
校
長
式
辞
で
は「
主
体
性
ア
ッ
プ
」の
精
神
で
、

生
徒
会
が
自
ら
考
え
、判
断
し
、実
践
し
て
き
た
こ
と

を
山
田
伸
子
校
長
は
讃
え
た
。在
校
生
代
表
・
油ゆ

布ふ

凌
り
ょ
う

菜な

さ
ん
は「
限
界
を
決
め
ず
懸
命
に
練
習
に
励
ん
で

い
た
」と
い
う
先
輩
た
ち
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
対

す
る
熱
い
思
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。「
か
け
が
え
の
な

い
仲
間
た
ち
と
と
も
に
大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
て
き

た
思
い
出
が
蘇
っ
て
き
ま
す
」と
卒
業
生
代
表
・
清き

よ

田た

知と
も

希き

さ
ん
の
答
辞
。
感
涙
に
む
せ
ぶ
卒
業
の
歌
の
合

唱
に
は
保
護
者
や
教
師
の
優
し
い
ま
な
ざ
し
が
注
が

れ
、
40
人
の
巣
立
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
感
動
的
な
卒
業

式
で
あ
っ
た
。今
、町
で
は
着
実
に
学
力
が
育
ま
れ
て

い
る
。
三
年
前
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
小
学
校
の
部
で

は
県
下
で
一
位
の
好
成
績
を
、
今
年
一
月
に
は
町
内

の
小
学
校
が「
確
か
な
学
力
の
育
成
」優
秀
校
と
し
て

県
教
育
委
員
会
か
ら
表
彰
を
受
け
た
。「
継
続
は
力
な

り
」。こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
町
の
教
育
に
光
が
差
し

て
き
た
。34
年
前
に
ユ
ネ
ス
コ
が
採
択
し
た「
学
習
権

宣
言
」は「
学
習
は
、
人
々
を
な
り
ゆ
き
ま
か
せ
の
客

体
か
ら
自
分
の
歴
史
を
つ
く
る
主
体
に
変
え
て
い
く

も
の
で
あ
る
」と
述
べ
て
い
る
。他
者
に
勝
つ
た
め
に

学
ば
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を

主
体
的
に
選
ぶ
た
め
豊
か
に
学
ぶ
。
そ
れ
こ
そ
子
ど

も
た
ち
に
保
障
し
た
い
学
習
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の

「
学
習
権
宣
言
」で
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
小
学
校

で
は
豊
か
に
学
ぶ
楽
し
さ
を
実
感
す
る
子
ど
も
た
ち

が
育
っ
て
い
る
。そ
し
て
、競
争
に
駆
り
立
て
ら
れ
る

社
会
の
中
で
、
仲
間
と
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
て
い
こ

う
と
い
う
気
持
ち
を
見
せ
て
く
れ
た
中
学
校
の
卒
業

式
に
感
銘
を
受
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
竹
町
長
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役 場 か ら の お 知 ら せ

問 …問い合わせ

商品中古軽自動車の課税免除申請が始まります
問 税務住民課税務係☎２・１２１６

■
課
税
免
除
の
要
件

課
税
免
除
を
受
け
る

に
は
、
次
の
す
べ
て

の
要
件
を
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

●
車
両
の
要
件

①
４
月
１
日
現
在
、

　
申
請
す
る
中
古
自

　
動
車
販
売
業
者
が

　
登
録
上
、
所
有
者

　
か
つ
使
用
者
で
あ

　
る
商
品
中
古
軽
自

　

動
車（
原
動
機
付

　
自
転
車
・
小
型
特

　
殊
自
動
車
は
除
く
。）

②
中
古
軽
自
動
車
販

　
売
業
者
が
商
品
車

　

と
し
て
展
示
し
、

　
使
用
し
て
い
な
い

　
こ
と
。

③
リ
ー
ス
車
両
、
試

　
乗
車
、社
用
車
、代

　
車
等
事
業
用
の
も

　
の
で
な
い
こ
と
。

●
対
象
者
の
要
件

①
販
売
目
的
に
商
品

　

車
両
を
所
有
し
、

　
古
物
営
業
の
許
可

　
を
受
け
て
い
る
販

　
売
業
者
で
あ
る
こ

　
と
。

②
軽
自
動
車
税
に
滞

　
納
が
な
い
こ
と
。

■
申
請
期
間

４
月
１
日（
月
）か
ら

５
月
７
日（
火
）ま
で

■
必
要
書
類

①
課
税
免
除
申
請
書

②
古
物
商
許
可
証
の

　
写
し

③
展
示
状
況
が
把
握

　
で
き
る
写
真

　
中
古
軽
自
動
車
を
販

売
す
る
業
者
が
所
有
す

る
商
品
中
古
軽
自
動
車

の
う
ち
、
標
識
が
交
付

さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
、
申
請
に
よ
り
課

税
免
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

中央公民館等の
使用申請について

問 教育課社会教育係
☎２・０４５２

　
「
天
皇
の
即
位
の
日
お
よ

び
即
位
礼
正
殿
の
儀
の
行
わ

れ
る
日
を
休
日
と
す
る
法

律
」に
よ
り
、４
月
27
日（
土
）

か
ら
５
月
６
日（
月
）ま
で
は

10
連
休
に
な
り
ま
す
。

　
施
設
の
利
用
は
通
常
ど
お

り
で
き
ま
す
が
、
申
請
窓
口

は
お
休
み
に
な
り
ま
す
の

で
、
申
請
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

４月２７日（土）から５月６日（月）までの

中央公民館・社会体育施設の
使用申請受付について

●
貸
与
条
件

町
内
に
在
住
し
、
職
業
訓
練

お
よ
び
技
能
習
得
の
た
め
の

修
学
に
意
欲
が
あ
り
な
が

ら
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

修
業
が
困
難
な
人
で
、
次
の

条
件
を
満
た
す
人
に
対
し
技

能
習
得
資
金
を
貸
与
し
ま

す
。

①
前
年
度
中
学
校
・
義
務
教
育

学
校
・
高
等
学
校
も
し
く
は
、

中
等
教
育
学
校
の
卒
業
者
、

ま
た
は
高
等
学
校
も
し
く

は
、
中
等
教
育
学
校
の
後
期

課
程
を
中
退
し
た
人

②
指
定
さ
れ
た
専
修
学
校
等
に

　
修
学
す
る
人

※
指
定
校
に
つ
い
て
は
、
教
育

　
委
員
会
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
募
集
要
領
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

　
４
月
１
日（
月
）か
ら

　
4
月
26
日（
金
）ま
で

●
募
集
要
領
の
設
置
場
所

　
小
竹
町
教
育
委
員
会

　

教
育
課
学
校
教
育
係（
中
央

　
公
民
館
内
）

平成３１年度小竹町若年者専修学校等
技能習得資金修学生の募集について

問 教育課学校教育係☎２・１９６１

修学意欲が
ある人を

応援します！
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役 場 か ら の お 知 ら せ

10

年金受給者の所在不明の
届け出について

問 直方年金事務所　　　　　
☎０９４９・２２・０８９１

　
年
金
を
受
け
て
い

る
人
の
所
在
が
１
月

以
上
明
ら
か
で
な
い

と
き
は
、
そ
の
世
帯

の
世
帯
員
は
所
在
不

明
に
つ
い
て
の
届
け

出
を
速
や
か
に
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

提
出
先
は
、
お
近
く

の
年
金
事
務
所
で

す
。
お
届
け
を
い
た

だ
い
た
後
、
受
給
権

者
ご
本
人
の
健
在
を

確
認
し
、
所
在
が
不

明
な
場
合
は
、
年
金

の
支
払
い
が
一
時
止

ま
り
ま
す
。

　
年
金
の
支
払
い
が

止
ま
っ
て
い
る
人
の

所
在
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
き
は
、
年

金
の
お
受
け
取
り
を

再
開
す
る
た
め
の
手

続
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
お
近
く

の
年
金
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

　 問い合わせの際は、
　基礎年金番号のわかるものをご用意ください。

ごみ収集の休業日の
お知らせ
問 農政環境課環境係☎２・１９４６

固形燃料用ごみ（燃えるごみ）
小竹区

５月３日（金）の
ごみの収集はお休みです。

七福区
峰畑区
芦北区
中央区
毛勝区３組

５月６日（月）の
ごみの収集はお休みです。

新多区
本町区
栄町区
勝野１区
勝野２区

■ご迷惑をおかけしますが、
　お間違えのないようご注意ください。

高齢者・障がい者対象
体育施設の使用料について
問 教育課社会教育係☎２・０４５２

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
た
め
、
町
内
の
高
齢
者

や
障
が
い
者
が
町
内
体

育
施
設
を
利
用
す
る
場

合
は
、
４
月
利
用
分
か
ら

使
用
料
が
免
除
に
な
り

ま
す
。

●
対
象
者

⑴
町
内
の
満
65
歳
以
上

　
の
人
、
身
体
障
害
者
手

　
帳
・
精
神
障
害
者
保
健

　
福
祉
手
帳
・
療
育
手
帳

　
を
有
す
る
人

⑵
団
体
で
利
用
す
る
場

　
合
は
、
そ
の
構
成
員
の

　

半
数
以
上
が
⑴
の
対

　

象
者
で
占
め
て
い
る

　
こ
と
。

※
詳
し
く
は
、教
育
課
社
会

　
教
育
係（
小
竹
町
教
育
委

　
員
会
）ま
で
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

有害鳥獣捕獲のお知らせ
問 農政環境課農業振興係

☎２・１１６７

　
事
故
防
止
の
た
め
、

　
皆
様
の

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
期
間

　
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
の

　
日
の
出
か
ら
日
の
入
り
ま
で

●
場
所

　
町
内
全
域

農作物等への
被害を防ぐため

箱わなによる
イノシシの捕獲を行っています！
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住民係窓口での本人確認について
問 税務住民課住民係☎２・１２１７

問 …問い合わせ

　

住
民
票
な
ど
の
各
種

証
明
を
取
得
す
る
場
合

や
引
越
し
な
ど
の
届
け

出
を
す
る
場
合
に
は
、
窓

口
で
本
人
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
様
の
個
人
情
報
を

保
護
し
、
な
り
す
ま
し
に

よ
る
届
け
出
や
証
明
書

の
不
正
取
得
防
止
を
図

る
た
め
、
各
種
手
続
き
の

際
に
は
、
次
の
本
人
確
認

書
類
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

●
１
つ
の
提
示
で

　

確
認
で
き
る
も
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
、
旅

券
、身
体
障
害
者
手
帳
、

国
ま
た
は
、
地
方
公
共

団
体
の
機
関
が
発
行
し

た
身
分
証
明
書（
写
真

付
き
）な
ど

●
２
つ
以
上
の
提
示
が

　

必
要
な
も
の

健
康
保
険
の
被
保
険
者

証
、
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
、
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証
、
国

各
種
年
金
手
帳
・
年
金

証
書
、
国
公
立
学
校
の

学
生
証（
写
真
付
き
）、

生
活
保
護
受
給
者
証
、

国
ま
た
は
、
地
方
公
共

団
体
の
機
関
が
発
行
し

た
身
分
証
で
顔
写
真
が

な
い
も
の

※
注
意
事
項

　

有
効
期
限
が
過
ぎ
て

　

い
る
身
分
証
明
書
は
、

　

本
人
確
認
に
使
用
で

　

き
ま
せ
ん
。

　

写
真
付
き
の
本
人
確

認
書
類
を
お
持
ち
で
な

い
場
合
や
、
代
理
人
が
申

請
す
る
場
合
な
ど
、
申
請

内
容
に
よ
っ
て
は
即
日

交
付
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
に
必
要
な
書

類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

４月は
未成年者飲酒防止

強調月間です

（お酒は二十歳　
　になってから）

２０２２年４月から民
法の成年年齢は１８歳
に引き下げられます
が、お酒に関する年齢
制限については２０歳
のまま維持されます。

福岡国税局・税務署

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
被
保
険
者
を

対
象
に
、
生
活
習
慣
病
の

発
症
や
重
症
化
の
予
防
等

を
目
的
と
し
て
健
康
診
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
被

保
険
者
へ
４
月
下
旬
に
受

診
票
を
送
付
し
ま
す
。

●
受
診
対
象
者　

　

被
保
険
者
。
今
年
度
か

　
ら
生
活
習
慣
病（
※
）の

　

治
療
を
受
け
て
い
る
人

　

も
対
象
者
と
な
り
ま
し

　
た
。

※
生
活
習
慣
病
と
は
、
糖

　
尿
病
、高
血
圧
症
、脂
質

　

異
常
症
そ
の
他
の
疾
病

　

で
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積

　
に
起
因
す
る
も
の
で
す
。

●
受
診
票
の
送
付
時
期

ア
平
成
31
年
４
月
末
現
在

　
で
被
保
険
者
の
人

　
…
４
月
下
旬

イ
２
０
１
９
年
５
月
以
降

　
に
75
歳
に
な
る
人

　

…
75
歳
に
な
る
誕
生
月

　
　
の
10
日
頃

※
誕
生
日
前
の
受
診
は
で

　
き
ま
せ
ん
。

●
受
診
時
の
自
己
負
担
金

　
一
律
五
百
円

●
受
診
の
方
法

①
か
か
り
つ
け
医
、
ま
た

　

は
前
回
健
康
診
査
を
受

　

け
た
医
療
機
関
に
、
後

　

期
高
齢
者
健
康
診
査
が

　

受
診
で
き
る
か
を
確
認

　
し
、予
約
を
す
る
。

②
健
康
診
査
を
受
診
す
る

　
受
診
の
際
は
、必
ず「
被

　
保
険
者
証
」、「
受
診
票
」、

　
「
自
己
負
担
金
五
百
円
」

　
を
持
参
す
る
。

後期高齢者医療保険に加入のかたの
健康診査のお知らせ

問 福岡県後期高齢者医療広域連合　  　　　　 
お問い合わせセンター☎０９２６５１・３１１１
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生後３か月以上の犬は狂犬病予防注射をお忘れずに！
問 農政環境課環境係☎２・１９４６

■ 狂犬病予防注射実施日程　
　※雨天の場合でも実施します。

月　日 場　所 時　間

４月１５日（月）

兵丹区公民館 　９：１５ ～ 　９：３０

南良津区公民館 　９：４０ ～ 　９：５５

米麦共同乾燥調整施設
（新山崎区） １０：０５ ～ １０：２０

保健センター前 １０：３０ ～ １０：４５

中央１集会所 １０：５５ ～ １１：０５

勝野２区公民館 １１：１５ ～ １１：３０

勝野１区公民館 １１：４０ ～ １１：５０

毛勝区公民館 １３：３０ ～ １３：４０

西校区水防倉庫前
（旧新多消防格納庫） １３：４５ ～ １４：１０

芦北区公民館 １４：２０ ～ １４：３０

七福コミュニティ
センター １４：４０ ～ １４：５５

南住民センター跡地
（峰畑区） １５：０５ ～ １５：２５

４月２５日（木）

赤地区公民館 １３：１５ ～ １３：３５

御徳２区公民館
（東住民センター） １３：４５ ～ １４：０５

御徳１区公民館 １４：１５ ～ １４：２５

御徳３区公民館 １４：３５ ～ １４：５５

小竹区公民館 １５：０５ ～ １５：１５

左記予防接種日程の都合が悪い場合は、
かかりつけの動物病院等で、注射を受け
ることも可能です。
病院によっては、往診制度もありますの
で、動物病院にお問い合わせください。

－道路上に穴（ポットホール）を見つけたらご一報ください！！－
問 役場建設課☎０９４９６・２・１９００／Mail：kensetu@town.kotake.lg.jp

●料金
【新規登録の場合】

登録手数料（１頭） ３，０００円
注射料　　（１頭） ２，６００円
注射済票　（１頭） ５５０円
合　　計 ６，１５０円

【登録済みの場合】

注射料　　（１頭） ２，６００円
注射済票　（１頭） ５５０円
合　　計 ３，１５０円

▶当日は、なるべくおつりがいらない
　ようにご準備ください。ご協力をお
　願いします。
▶犬の登録と予防注射は、飼育場所が
　屋内・屋外に関わらず飼い主の義務
　です。この義務を怠ると、狂犬病予防
　法第２７条により、「２０万円以下の罰
　金」に処せられます。
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問 …問い合わせ

国民健康保険に加入・やめるときは手続きを！
問 健康増進課保険年金係☎２・１２２４

■
国
保
に
加
入
す
る
と
き
の
手
続
き

ど
ん
な
と
き

必
要
な
も
の

▼
職
場
の

　

健
康
保
険
な
ど
を

　

や
め
た
と
き

  

（
退
職
日
の
翌
日
）

資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
の
保
険
の
喪
失

が
確
認
で
き
る
も
の

※
非
自
発
的
失
業
者
の
人
は
、
そ
の
こ

　
と
が
確
認
で
き
る
雇
用
保
険
受
給
資

　
格
者
証

▼
家
族
の
健
康
保
険

　

の
被
扶
養
者
か
ら

　

は
ず
れ
た
と
き

資
格
喪
失
証
明
書
ま
た
は
被
扶
養
者
か

ら
は
ず
れ
た
証
明
書
、本
人
確
認
書
類

▼
小
竹
町
に

　

転
入
し
た
と
き

　
（
※
１
）

・
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、
マ
イ

　
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）

・
公
共
料
金
の
使
用
申
込
書
等
居
住
の

　

事
実
が
確
認
で
き
る
書
類（
新
規
転

　
入
者
）

・
70
歳
以
上
の
人
が
転
入
す
る
場
合
は
、

　
転
出
し
た
市
町
村
で
交
付
さ
れ
た
負

　
担
区
分
証
明
書

▼
子
ど
も
が
生
ま
れ

　

た
と
き（
※
１
）

印
か
ん

▼
生
活
保
護
を
受
け

　

な
く
な
っ
た
と
き

保
護
廃
止（
停
止
）決
定
通
知
書

※
１ 

国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
や

　
　

  

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
場
合
を
除
き
ま
す
。

国民健康保険に加入する・やめるときは、１４日以内に
　　健康増進課保険年金係の窓口で手続きを行いましょう

■
国
保
を
や
め
る
・
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
の
手
続
き

ど
ん
な
と
き

必
要
な
も
の

▼
職
場
の
健
康
保
険
な

　

ど
に
加
入
し
た
と
き

国
保
の
被
保
険
者
証
と
加
入
し
た

健
康
保
険
の
被
保
険
者
証（
※
２
）

▼
小
竹
町
か
ら

　

転
出
し
た
と
き

被
保
険
者
証（
※
２
）

▼
死
亡
し
た
と
き

被
保
険
者
証（
※
２
）、
会
葬
御
礼
ま

た
は
領
収
書
等
葬
祭
を
行
っ
た

人
が
確
認
で
き
る
書
類
、
葬
祭
を

行
っ
た
人
の
通
帳
お
よ
び
印
か
ん

▼
生
活
保
護
を

　

受
け
始
め
た
と
き

保
護
開
始
決
定
通
知
書
、
被
保
険

者
証（
※
２
）

▼
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で

　

の
人
が
後
期
高
齢
者

　

医
療
制
度
の
対
象
者

　

に
な
っ
た
と
き

※
75
歳
に
な
り
、
対
象
に
な

　

っ
た
と
き
は
届
け
出
が

　
不
要
で
す
。

65
歳
以
上
で
一
定
以
上
の
障
が
い

の
あ
る
人
で
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
は
個

別
で
案
内
を
し
ま
す
。

※
２ 

国
民
健
康
保
険
で
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

   

や
高
齢
受
給
者
証
、特
定
疾
病
療
養
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け

　
　

 

て
い
る
場
合
は
、手
続
き
の
際
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

●
国
保
の
保
険
税
は
届
け
出
を
し
た
日
か
ら
で
は
な
く

　

資
格
を
得
た
月
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
払
う
こ
と

　
に
な
り
ま
す
。（
遡
及
賦
課
と
い
い
ま
す
。）

●
被
保
険
者
証
が
な
い
間
の
医
療
費
は
、
や
む
を
得
な

　
い
場
合
を
除
き
、全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
資
格
を
喪
失
し
た
被
保
険
者
証
で
診
療
を
受
け
る

　

と
国
保
が
負
担
し
た
医
療
費
分
を
返
還
し
て
い
た

　
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
他
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
後
、
国
保
を
や
め
る
届

　
け
出
が
な
け
れ
ば
、
国
保
税
と
健
康
保
険
な
ど
の
保

　
険
料
を
二
重
で
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届け出が
遅れると…

届け出が
遅れると…
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図書室新刊のお知らせ

中
央
公
民
館
だ
よ
り

▶開館時間　　８：３０〜１７：１５
▶問い合わせ　中央公民館 ☎２・０４５２

天皇陛下
『生前退位』への想い

著／保阪 正康
毎日新聞出版

　洋食屋の見習い・藤丸陽太は、
植物学研究者をめざす本村紗英
に恋をした。しかし、本村は三度
の飯より葉っぱの研究が好き。
愛おしい変わり者たちに支えら
れ、地道な研究に情熱を燃やす
日々…。人生の全てを植物に捧
げる本村に、藤丸は恋の光合成
を起こせるのか！？世界の隅っ
こが輝きだす傑作長編。

愛なき世界

著／三浦 しをん
中央公論新社

　天皇と国民の新たな出会い
へ－
天皇陛下『生前退位』の真意
を、昭和史研究の第一人者が
歴史からの視点で読み解き、
現代に深く刻む。天皇と国民
の新しい共存関係を探る、現
代日本人必読の一冊。

　親も子も知っておきたい、和食・
洋食のテーブル作法。
・尾頭つきのお魚が出てきたら－
・カラつきの貝が出てきたら－
・量が多くて食べきれなかったら－
・うな重のふたは、どこにおく？
・ケーキはどこから食べる？
・ナイフの刃は、どっちに向ける？
　とっておきの場で恥をかかない
ために。

テーブルマナーの絵本

著／髙野 紀子
あすなろ書房

　　　　　　　・・・
ことばを学び、感性を磨
き、表現力を高め、創造力

を豊かにしてくれます。

図書閲覧室に

『うちどくコーナー』
ができました！

　

子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
一
番
身
近
な

家
庭
の
中
で
、読
書
活

動
を
行
う『
う
ち
ど

く
』を
推
進
す
る
た

め
、新
た
な
コ
ー
ナ
ー

を
特
設
し
ま
し
た
。ぜひ皆さんのご家庭で

『うちどく』を始めてみませんか？

世代別に選書した
おすすめの絵本など▶

◀コーナーで紹介
　した本が掲載された

『うちどくリーフ
レット』もご用意
しております。

読書活動 は
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今月の健康行事

▶内容によっては事前に予約が必
　要なものや対象者が限られる場
　合がありますので、保健センター
　にお問い合わせください。

▶ウォーキングには、上靴・水筒・
　タオルを持参してください。

●予約・問い合わせ
　保健センター☎２・１８６４

4月
１８日（木）： ウォーキング教室

町民体育館
受付▷９時４５分〜
　　 １０時３０分

２４日（水）： ウォーキング教室
町民体育館
受付▷９時４５分〜
　　 １０時３０分

5月

８日（水）： ウォーキング教室
町民体育館
受付▷９時４５分〜
　　 １０時３０分

１４日（火）： 乳児健診
保健センター
受付▷９時１５分〜
　　　９時４５分

●
風
し
ん
と
は
…

風
し
ん
は
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

急
性
の
感
染
症
で
す
。
感
染

し
て
も
無
症
状
の
人
も
い
ま

す
が
、発
症
し
た
場
合
は
、２

～
３
週
間
の
潜
伏
期
間
の

後
、発
熱
、発
疹
、リ
ン
パ
節

の
腫
れ
と
い
っ
た
症
状
が
あ

ら
わ
れ
ま
す
。
成
人
が
風
し

ん
に
か
か
る
と
、
発
熱
や
発

疹
の
期
間
が
子
ど
も
に
比
べ

て
長
く
、ま
た
、関
節
痛
が
ひ

ど
い
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て

お
り
、
一
週
間
以
上
仕
事
を

休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
妊
娠
中
に
風
し
ん
に
か
か

る
と
、先
天
性
心
疾
患
、白
内

障
、
難
聴
な
ど
の
症
状
を
呈

す
る「
先
天
性
風
し
ん
症
候

群
」の
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
妊
婦
の

周
り
の
人
が
風
し
ん
に
か
か

ら
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
対
象
者

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
54
年
４
月
１
日
の
間
に
生

ま
れ
た
男
性

※
対
象
の
人
に
は
個
人
通
知

　
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、ご

　
確
認
く
だ
さ
い
。

●
抗
体
検
査

抗
体
検
査
は
各
医
療
機
関
、

健
診
機
関
で
行
っ
て
い
ま

す
。抗
体
検
査
を
受
け
、十
分

な
抗
体
が
な
い
人
は
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
町
が
実
施
す
る
健
診
で

も
抗
体
検
査
を
行
い
ま
す
。

※
日
程
に
つ
い
て
は
、
健
康

　
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

●
料
金

抗
体
検
査
、
予
防
接
種
と
も

に
無
料

※
予
防
接
種
は
抗
体
検
査
を

　
受
け
、十
分
な
量
の
抗
体
が

　
な
い
人
が
対
象
で
す
。

昭和３７年４月２日から
昭和５４年４月１日生まれ

男性の風しん抗体検査について

実施期間▶平成３１年４月１日から
　　　　　平成３４年３月３１日まで

■
風
し
ん
へ
の
抵
抗
力
を
確
認
す
る
た
め

   

抗
体
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

成人用肺炎球菌の

　　予防接種のお知らせ

●対象者には個別通知を行います。
　ただし、平成２６年度に予防接種を受け
　た人や、過去に任意（有料）で成人用肺炎
　球菌予防接種を受けた人は助成制度の
　対象外です。
●予防接種が受けられる医療機関は県内の
　指定医療機関です。※事前予約が必要です。

■定期接種の対象者
年齢 生年月日

６５歳になる人 昭和２９年４月２日～昭和３０年４月１日
７０歳になる人 昭和２４年４月２日～昭和２５年４月１日
７５歳になる人 昭和１９年４月２日～昭和２０年４月１日
８０歳になる人 昭和１４年４月２日～昭和１５年４月１日
８５歳になる人 昭和９年４月２日～昭和１０年４月１日
９０歳になる人 昭和４年４月２日～昭和５年４月１日
９５歳になる人 大正１３年４月２日～大正１４年４月１日
１００歳になる人 大正８年４月２日～大正９年４月１日
１００歳以上の人 大正８年４月２日以前に生まれた人

▶成人用肺炎球菌の予防接種の助成制度が５年延長になりました。

●接種料金：２，５００円



−タンセ援支て育子
園もどこ竹小 と

域地 報情このけた

今月の

 一戸一美
☆ 栄町区の掲示板周辺には

　「通りの文化祭」ののぼり

　旗とともに、おしゃれな

　手作り木箱の中にお花な

　どを飾っています。

＊『一戸一美運動』は、通りから見える玄関や塀、庭、窓などに « 美しい »« 心温まる »« 感動する » ものを飾ろうという運動です！

　ココだけオンリーワン『一戸一美

運動』を町内全域で取り組んでいま

す。きれいな花や趣味・特技を活か

した作品を飾って、小竹町を文化の

香る美しい町にしましょう。

　
年
長
組
の
み
ん
な
が
、お

ば
け
迷
路
や
ボ
ー
リ
ン
グ
、

魚
釣
り
、
ボ
ー
ル
投
げ
、
く

じ
引
き
の
コ
ー
ナ
ー
を
作

り
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー

で
、
０
～
２
歳
児
や
年
少
・

年
中
組
の
お
友
達
を
誘
っ

て
案
内
を
し
た
り
、遊
び
方

を
教
え
た
り
し
ま
し
た
。

年
長
児
は
小
学
校
の
体
験

入
学
時
に
、５
年
生
と
一
緒

に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
し

て
楽
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
自
分
た
ち
も
や
っ
て
み
た

い
。」「
小
さ
い
組
の
お
友
達

も
招
待
し
た
い
。」と
い
う

思
い
で
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。子
ど
も
た
ち
が
中
心

と
な
り
、ど
ん
な
遊
び
に
す

る
の
か
、そ
の
た
め
に
何
が

必
要
な
の
か
、そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
ど
う
す
る
の
か
を

話
し
合
っ
て
、準
備
を
進
め

て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、２
月
中
旬

か
ら
準
備
を
始
め
、遊
び
は

３
月
初
め
ま
で
続
き
ま
し

た
。
年
長
児
に
と
っ
て
は
、

遊
び
を
企
画
し
進
め
る
と

い
う
体
験
が
で
き
、
ま
た
、

招
待
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
は
、大
い
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
、年
齢
を
超

え
た
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

16

年長組のみんなが楽しい　

スタンプラリーを開催しました！
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暮らしの情報

毎週木曜日は
窓口業務を午後７時まで
延長しています
▷祝日は除きます
▷業務内容によっては、
　当日処理ができない
　場合があります

のおがた警察署　街頭犯罪だより

ー メール配信を登録すれば、注意報・警報があなたの携帯電話に自動で送られてくる！！ ー

防災メール「まもるくん」　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp/

直方警察署　☎０９４９−２２−０１１０　/　http://www.police.pref.fukuoka.jp

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談

日
時　
４
月
12
日（
金
）

　
　
▽
12
時
か
ら
13
時
ま
で
受
付
、

         

13
時
開
始

場
所　
小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問 

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

☎
２・２
０
２
８

行
政
相
談
を

受
け
付
け
ま
す

日
時　
４
月
23
日（
火
）

　
　
▽
10
時
か
ら
12
時
ま
で

場
所　
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
横
談
話
室

◉
相
談
無
料・秘
密
厳
守

問 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
係

 　
☎
２・１
２
１
５

く
ら
し
・
し
ご
と
・
家
計

困
り
ご
と
相
談
室

　

生
活
に
困
り
ご
と
や
不
安
な
ど

を
抱
え
て
い
る
人
の
た
め
に
、自
立

に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　
町
内
に
在
住
の
人

日
時　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

　
　

▽
９
時
30
分
か
ら
17
時
30
分

　
　
　
ま
で　
※
祝
日
も
開
所

場
所　

福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事

　
　
　
務
所

◉
相
談
無
料
・
予
約
制
・
秘
密
厳
守

◉
町
役
場
・
ご
自
宅
で
も
相
談
可
能

問 

福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

　

 

☎
０
９
３・２
０
３・１
６
３
０

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

相
続
相
談
会

　
相
続
の
お
悩
み
に
つ
い
て
、弁
護

士
が
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま
す
。お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。事
前
予

約
制（
４
月
26
日
締
切
）で
す
。

日
時　
５
月
１
日（
水
）、５
月
２
日

　
　
　
（
木
）、５
月
３
日（
金
）

　
　
▽
10
時
か
ら
14
時
ま
で

※
各
日
程
４
名
ま
で

※
相
談
時
間
は
１
時
間
で
す
。初
め

　
て
の
ご
相
談
の
方
に
限
り
ま
す
。

場
所　

こ
た
け
ひ
ま
わ
り
法
律
事

　
　
　
務
所（
南
良
津
１
３
８
番
地
）

参
加
費　
千
円

問 

【
予
約
】こ
た
け
ひ
ま
わ
り
法
律

　

 

事
務
所

　

 

☎
０
９
４
９・２
８・７
７
２
８

学
童
保
育
支
援
員
を

募
集
し
ま
す

　

小
竹
町
の
各
小
学
校
内
に
あ
る

学
童
保
育
所
で
は
、放
課
後
や
土
曜

日
、夏
休
み
等
に
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
や
生
活
指
導
を
行
う
学
童
保
育

支
援
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
要
件

支
援
員
責
任
者
▽
保
育
士
・
幼
稚

園
・
小
学
校
教
諭
免
許
の
い
ず
れ
か

を
持
っ
て
い
る
人

支
援
員
▽
児
童
の
教
育
に
知
識
・
経

験
お
よ
び
熱
意
の
あ
る
人

問 

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

 　
☎
０
９
４
９
６・２・２
０
２
８

２
０
１
９
年
度

自
衛
官
採
用
試
験

●
一
般
幹
部
候
補
生

資
格　

大
卒
程
度
試
験
▽
22
歳
以

　
　
　
上
26
歳
未
満（
20
歳
以
上
22

　
　
　

歳
未
満
の
人
は
見
込
み
含

　
　
　
む
）　

　
　
　

院
卒
者
試
験
▽
20
歳
以
上

　
　
　
28
歳
未
満（
見
込
み
含
む
）

受
付
期
間　
５
月
１
日（
水
）ま
で

試
験
期
日　
５
月
11
日（
土
）

※
飛
行
要
員
５
月
12
日（
日
）

場
所　
福
岡
工
業
大
学
等

●
第
１
回
一
般
曹
候
補
生

　
第
１
回
自
衛
官
候
補
生

資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間　
５
月
15
日（
水
）ま
で

試
験
期
日　
５
月
25
日（
土
）

場
所　
受
付
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　

 

飯
塚
地
域
事
務
所

 　
☎
０
９
４
８・２
２・４
８
４
７

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生
募
集（
基
礎
編
）

　
手
話
通
訳
者
を
目
指
す
人
、手
話

を
学
び
た
い
人
、手
話
を
通
じ
て
聴

覚
障
が
い
の
人
と
交
流
し
た
い
と

い
う
人
を
対
象
と
し
た
講
座
で
す
。

日
時　

５
月
21
日
か
ら
12
月
17
日

　
　
　
ま
で
の
毎
週
火
曜
日

　
　
▽
19
時
30
分
か
ら
21
時
ま
で

場
所　

宮
若
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　
　
　
ー（
図
書
館
）『
宮
若
リ
コ
リ

　
　
　
ス
』研
修
室

受
講
資
格　

▽
高
校
生
以
上（
原
則
、宮
若
市
・
小

　
竹
町
・
鞍
手
町
在
住
・
在
勤
の
人
）

▽
２
０
１
８
年
度
入
門
編
終
了
者

▽
過
去
に
入
門（
初
級
）講
座
、基
礎

　
（
中
級
）講
座
修
了
者

受
講
料　
無
料

※
た
だ
し
、テ
キ
ス
ト
代
三
二
四
〇

　
円
必
要
で
す
。

募
集
期
間　

４
月
１
日（
月
）か
ら

募
集

■管内街頭犯罪発生状況
２月中 ２月末まで
件数 件数 前年比

オートバイ盗 1 件  1 件 ± 0 件
自転車盗 8 件 　11 件 ＋ 2 件
空き巣 2 件  6 件 － 16 件

相
談



1819 ひまわりだより

人の動き　　　月末現在 ごみの量　　月末現在 交通事故の発生件数
月末現在・（　）は前年同月比

garbage of fefuse-derived fuelpopulat ion a traffic accident

ちょっと待って！悪質商法かも！？　一人で悩まず、消費生活センターにお早めにご相談ください。

直鞍広域消費生活センター　☎０９４９・２５・２１６２

■人　口 7,720人
男性 3,687 人 女性 4,033 人
出生 1 人 死亡 6 人
転入 31 人 転出 30 人

■世帯数 3,891世帯

  139,020kg （前月比 － 17,530 kg）

ごみの減量と資源回収にご協力お願いします
資源回収事業として、紙類・衣類は資源回収団体
の皆さんが役場前で回収（月１回）しています。

▶回収日 ４月２１日（日）９時から１２時まで

　２月中 ２月末累計
発生件数 2 件（± 0 ） 5 件（+ 2 ）

死者数 0 人（± 0 ） 0 人（± 0 ）

傷者数 2 人（± 0 ） 7 人（+ 4 ）

2 2
2

愛
の
と
も
し
び

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

■
香
典
返
し

故　
井
浦　
正
彦 

様（
赤
地
区
）

遺
族　
井
浦 

由
美
子  

様

※
２
月
１
日
か
ら
２
月
28
日
ま
で
に
寄
附
し

て
い
た
だ
い
た
か
た
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

広報こたけ・ホームページに
広告を掲載しませんか？

広 告
 ☆
募 集
【掲載料】　※１か月あたり

広 告 媒 体 規 格 料 金

広報こたけ
上下４３㎜×左右１８２㎜ ６，０００円
上下４３㎜×左右８８㎜ ３，０００円

町ホームページ 上下６０ピクセル
×左右２１０ピクセル ３，０００円

＊詳しくは町ホームページをご覧ください。

お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

 

４
月
26
日（
金
）ま
で

募
集
定
員　
30
名

問 

【
申
し
込
み
先
】宮
若
市
社
会
福

　

  

祉
協
議
会

　

 

☎
０
９
４
９・３
２・０
３
３
５

平
成
31
年
度
第
１
回

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
住
宅　

県
内
に
所
在
す
る
県

　
　
　
　
　
営
住
宅

※
募
集
対
象
団
地
、募
集
戸
数
等
詳

　
細
は
、募
集
案
内
書
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

募
集
案
内
書
配
布
・
申
込
受
付

期
間　

４
月
８
日（
月
）か
ら
４
月

　
　
　
19
日（
金
）ま
で

配
布
場
所　

県
住
宅
供
給
公
社
県

営
住
宅
管
理
部
管
理

課
、公
社
管
理
事
務
所
、

公
社
管
理
事
務
所
出
張

所
、県
県
営
住
宅
課
、各

地
区
県
民
情
報
コ
ー

ナ
ー
、小
竹
町
役
場

●
県
営
住
宅
常
時
募
集

　
福
岡
県
で
は
、
４
月
か
ら
県
営
住

宅
の
空
家
の
一
部
に
つ
い
て
、
申
し

込
み
順（
先
着
順
）で
入
居
者
を
決
定

す
る「
常
時
募
集
」を
開
始
し
ま
す
。

問 

県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管

　

  

理
部
管
理
課

　

 

☎
０
９
２・７
８
１・８
０
２
９

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
る

運
動
に
ご
協
力
を

　

ア
フ
リ
カ
で
は
昼
間
は
40
度
を

超
え
る
猛
暑
の
日
よ
け
の
た
め
に
、

夜
は
０
度
か
ら
３
度
ま
で
冷
え
込

む
防
寒
の
た
め
に
、毛
布
が
必
要
で

す
。毛
布
1
枚
に
つ
き
千
円
の
送
料

が
必
要
で
す
。毛
布
だ
け
で
も
送
料

だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
。ご
協
力
い

た
だ
け
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
推
進

　

  

協
議
会（
担
当 
谷
口
）

 　
☎
０
９
４
９
６・２・７
０
５
５

こ
ど
も
は
宝
だ
！
！

み
ん
な
の
ふ
る
さ
と

フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場

　
大
き
な
宝
箱
の
中
か
ら
、び
っ
く

り
箱
、
玉
手
箱
、
い
ろ
い
ろ
な
箱
が

と
び
出
し
ま
す
。な
か
は
開
け
て
の

お
楽
し
み
。３
人
の
役
者
に
よ
る
舞

台
劇
で
す
。皆
さ
ん
ぜ
ひ
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
15
日（
水
）

　
　
▽
19
時
か
ら（
約
１
時
間
）、15

　
　
　
分
前
開
場

場
所　
小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト　
千
円

※
４
歳
以
上
有
料
で
す
。お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

劇
団 

風
の
子
九
州

　

 

☎
０
９
２・８
４
１・７
８
８
９

平
成
31
年
度

遠
賀
川
環
境
保
全
活
動

団
体
支
援
助
成
事
業

　
遠
賀
川
流
域（
支
流
を
含
む
）で
、

河
川
の
水
質
の
改
善
等
を
目
的
と

し
た
環
境
保
全
活
動
を
行
う
住
民

団
体
等
に
対
し
て
、そ
の
活
動
費
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

団
体　

支
流
を
含
む
遠
賀
川
流
域

　
　
　
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
、ま

　
　
　

た
は
今
後
行
お
う
と
す
る

　
　
　
会
員
数
５
名
以
上
の
団
体

活
動　
除
草・清
掃
活
動
、水
質・生

　
　
　
物
調
査
、普
及
啓
発
活
動
な

　
　
　
ど（
他
か
ら
の
助
成
を
受
け

　
　
　
て
い
る
活
動
は
除
く
）

活
動
期
間　
２
０
１
９
年
６
月
か
ら

　
　
　
　
　
２
０
２
０
年
１
月
ま
で

助
成
内
容　

１
団
体
あ
た
り
上
限

　
　
　
　

 　
10
万
円

申
込
期
間　

４
月
１
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
４
月
26
日（
金
）ま
で

問 

北
九
州
市
上
下
水
道
局

　

 

水
質
試
験
所

　

 

☎
０
９
３・６
４
１・５
９
４
８



印
刷　
株
式
会
社　
ペ
イ
ジ

〒
8

2
0
−

1
1

9
2

 
福
岡
県
鞍
手
郡
小
竹
町
大
字
勝
野
３
３
４
９
番
地

編
集
・
発
行　

小
竹
町
役
場
総
務
課

http://tow
n.kotake.lg

.jp
小

竹
町

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

広
報
こ
た
け

ひ
ま
わ
り
だ
よ
り

No.555
2019.4.1

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０

平成３１年３月１４日現在

「こたけ創造舎」フェイスブック
の

イベント情報もご覧ください。

  ● ● ４月の「こたけ創造舎」イベント スケジュール　● ●

 写真教室
▷１０時～１２時

 写真教室
▷１９時～２１時

小
竹
駅

●小竹町役場

遠
賀
川

200

小竹局入口

セブンイレブン

こたけ創造舎

★

◆イベント申し込み先・問い合わせ

写真教室▶美術協会写真部　☎０９０・８３９８・９４７４（中村）
パステルアート教室▶講師 : 花田美起　☎０９０・２０８４・７８６０
彩りアーティストで愛展特別企画▶主催：新川美佐子
　　　　　　　　　  　　　　　  ☎０８０・５２０９・２２４１
洋裁教室▶講師：新川美佐子　☎０８０・５２０９・２２４１
クラフトバンド教室▶講師：案西綾子　☎０９０・５９４８・６７８１

こたけ創造舎▷勝野３３０４番地

 彩りアーティスト
 で愛展
▷１０時～１６時

 パステルアート
 教室
▷ 9 時～１３時

問まちづくり推進課☎０９４９６・２・１２１４

 洋裁教室
▷１０時～１３時

 パステルアート
 教室
▷ 9 時～１３時

 相続セミナー
▷１０時～１２時

20
◆防災行政無線の放送が
　聞き取りにくい場合には…

　電話（フリーダイヤル）で確認ができます！
▶☎０１２０・６１０・４１０／☎０１２０・４６４・６８３

 子どもたち向けの

 おもちゃづくり
 おもしろ実験教室
▷９時 30 分～（２時間）

 クラフトバンド
 教室
▷１３時～１５時

 クラフトバンド
 教室
▷１０時～１２時
 ゆるヨガ
▷１８時 30 分～（２時間）

 子どもたち向けの

 おもちゃづくり
 おもしろ実験教室
▷９時 30 分～（２時間）

町立病院事務局
☎２・０２８２

町立病院
✿

伝言板

 洋裁教室
▷１０時～１３時

 洋裁教室
▷１０時～１３時

 洋裁教室
▷１０時～１３時

 EST
▷１０時～１２時

 産直市
▷９時３０分～１４時

 産直市
▷９時３０分～１４時

４月の
糖尿病・栄養教室

お休みです

　平成３１年３月をもって、
福岡県派遣医師山口健也先
生が退任されました。
　４月からは、日野有美香
先生が県から派遣されま
す。よろしくお願いします。


